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2025年の抱負

2025年1月22日

日本プロジェクトマネジメント協会（PMAJ）

理事長 加藤 亨

PMAJが目指してきたもの、そしてこれから目指すもの
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¸ 2019年にPMAJの理事長に就任して2025年の6月で6年が経とうとしています。

¸ この間、パンデミックでほぼ活動停止に追い込まれた時期を挟みながらどうにか活
動を続けて来られたのも、ご支援、ご協力をいただいた多くの皆様のおかげと感謝し
ています。

¸ 2025年もAIをはじめとしたさまざまな技術革新が引き起こす経済社会の変化、地球
温暖化がもたらす環境問題の深刻化や国際紛争の激化による地政学的リスクの増
大など、さまざまな環境変化が予想されます。

¸ 時々刻々変化する外部環境に対してどのように対応するかが組織が生き残っていく
ためのキーワードとなると想定しています。

¸  「変化への対応のための手段」としてのプロジェクトマネジメント、プログラムマネジ
メントの重要性がますます高まる時代の中で、PMAJはどう対応していくべきなので
しょうか。

¸ この6年間の振り返りとともに、2025年の活動にかける想いについて、話題を提供し
たいと思います。

本日の話題提供の趣旨
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PMAJが目指してきたもの

¸ PMAJは、1998年にPM実務家の自己研鑽の場としてJPMF（日本プロ
ジェクトマネジメントフォーラム）としてスタートしています。

¸ 同じ時期に、エンジニアリング振興協会（現在のエンジニアリング協
会）内にＰＭ導入開発委員会が設置され、2年間の活動の成果として、
2001年3月に「プロジェクトマネジメント実践力体系ガイドブック
（P2M）」が報告書として完成し、2001年11月に書籍として出版されま
した。

¸ それを受けて、2002年4月にプロジェクトマネジメント資格認定セン
ター(PMCC)が設置され、資格・試験制度がスタートしています。

¸ そして2005年にJPMFとPMCCが合体され、PMAJが設立されています。

¸ ここでは、PMAJが何を目指してきたのかを振り返ってみます。
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ＰＭＡＪは何を目指してきたのか
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日本プロジェクトマネジメントフォラム(JPMF)

1998年12月

プロジェクトマネジメント
資格認定センター(PMCC)

2002年4月

日本プロジェクト
マネジメント協会(PMAJ)

2005年10月に統合

★1997年3月
PMBOK®Guide’96

和訳版 刊行

ＰＭ導入
開発委員会

1998年～2001年

ＰＭＰ試験対応講座（1998年～2019年で82回開催）

ＰＭシンポジウム（1997年～2023年で26回開催）

PMBOK
和訳化

WG

1996～1997年

1978年8月 エンジニアリング振興協会 ⇒ 2011年4月 エンジニアリング協会

Ｐ２M試験および講習会

日本を「ものづくり」中心の発想から「仕組みづくり」による再生へ
転換することを目指して設立された団体

★2008年（H20）8月4日（官報号外 第169号）
経済産業省告示172号「PMAJの知識普及活動の活用を推奨」

2001年11月
『P2M標準ガイドブック』発行

2007年10月
新版発行

2014年4月
改定３版発行
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¸ エンジニアリング振興協会内のＰＭ導入開発委員会による、
2年間の調査研究の成果として、2001年3月に報告書として完成。

¸ 2001年11月に書籍として出版。

プロジェクトマネジメント導入開発委員会報告書
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Ｐ２Ｍガイドブック開発の経緯（初版の序文等より抜粋）

初版の冒頭には、「今後、日本企業は『ものづくり』中心の発想から転換し
て『仕組みづくり』による再生に注力しなければならない。」と、価値共創
型マネジメントへの転換を提言している。

『仕組みづくり』とは、簡潔に言えば経営者が率先して
組織全体に『企業価値とは何か』を問いかけ、

新しいビジネスモデルを再構築することである。
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Project & Program Management for Enterprise Innovation

プログラムマネジメントを価値創造のマネジメントと位置づけた
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P2M標準ガイドブック

初版 新版 改定３版

7



Project Management Association of Japan Copyright PMAJ All rights reserved.

価値創造のプロセスを

¸ 「企画づくり（スキームモデルプロジェクト）」、

¸ 「システムづくり（システムモデルプロジェクト）」、

¸ 「利用づくり（サービスモデルプロジェクト）」

の3のプロジェクト(3Sモデル)が結合してプログラムを構成し、そ
のプログラムが次のプログラムと循環し、「連鎖波及的に価値を
共創する」という価値共創のモデルを示した。

価値共創のモデルとして3Sモデルの導入
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3Sモデルの概念

スキーム
モデル

サービス
モデル

システム
モデル

1. スキームモデル・プロジェクト: 
大規模なプログラムの中で、そのプログラム
自身のプロファイリングや基本設計(構想)
のプロセスを受け持つプロジェクトである。

2. システムモデル・プロジェクト: 
システムづくりを具体的に実行する
プロジェクトである。

3. サービスモデル・プロジェクト: 
システムモデル・プロジェクトの完成を受けて、
そこで構築された仕組みの利用・運用という定常
的な活動により顧客に価値を提供する。
⇒この部分が定常業務

3Sモデル
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仕組み作りのための資格認定制度を準備
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¸日本企業は「ものづくり」中心の発想から「仕組みづくり」による再生への転換。に注
力しなければならない。

Å生産技術と非技術を融合する発想が問われる。

¸現代社会の複雑な課題はプログラムに融合してこそ解決できるとの思想

Å世界標準ではほとんど記述のないプログラムマネジメントの領域に初めて切り込
んでいる。

¸「企画づくり」、「システムづくり」、「利用づくり」の3種のプロジェクトの相乗効果を実
現する創造的なビジネスモデルの創生。

P2Mは、「ひとづくり」教育と専門資格認定制度を準備し、更なるPMの発展に貢献す
ることを目指している。

P2M標準ガイドブック2001年版 「P2Mの開発と発刊にあたって」より引用
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¸ 現代社会では、弁護士、技術士、会計士など多種類の職業人が組織の縦断的個
別分野で活躍しているが、一方で、横断的テーマに責任をもって問題解決できる職
業人が必要とされている。

¸ とりわけハードウェアとソフトウェアなど、複数の異なる領域で横断的融合が加速し
ている知識情報化分野では、このような“使命達成型職業人”の活躍の場は広範
囲にわたり、その人材育成と資格認定が急務となっている。

¸ P2Mでは、このような使命達成型職業人を、その担う使命の重さに応じて、３階層に
分けて位置づけている。

P2M標準ガイドブック2001年版 「はじめに」より引用

使命達成型職業人とは
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使命達成型職業人のキャリアパスとしての資格・試験制度

¸ P2Mでは、プログラムマネジャー・プロジェクトマネジャーに必要な能力を「実践力」であり、思考能力・
体系的知識・マネジメント行動スキル・基本姿勢からなる総合的な能力としています。

¸ P2M資格制度は、財団法人エンジニアリング振興協会が、経済産業省の委託を受けて2001年11月に
開発した知識体系書「P2M標準ガイドブック」に準拠しています。

¸ P2M資格制度においては、「P2M標準ガイドブック」の学習によって修得できる体系的知識に関して
PMCとPMSの資格を、さらに実践力を担保する資格としてPMRを、それぞれのレベルに応じて設けてい
ます。

¸ PMCeは、PMAJが発行するテキストを学習し、単位を修得した大学院生、
大学生、高専生の希望者に授与します。

PMS認定証

略称 名称 資格要件

PMR プログラムマネジャー・レジスタード プログラム・プロジェクトマネジャーに必要なP2M実践力を保有

PMS プロジェクトマネジメント・スペシャリストプログラムマネジメントを含むP2M全般知識を修得

PMC プロジェクトマネジメント・コーディネータP2Mにおけるプロジェクトマネジメントのコア知識を修得
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Ｐ２Ｍの特徴
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20年以上にわたり、組織全体の価値創造プロセスを支える

“使命達成型職業人※”の人材育成に活用されてきた実績がある。

1. “Program & Project Management for Enterprise Innovation”という英語名が示す通
り、組織全体で「ものづくり」から「仕組みづくり」への変革を行うためのガイドブックとし
て設計されている

2. 他のPM標準では扱わない「構想・企画」や「運用」までを対象範囲とし、価値創造のプ
ロセス全体を説明している

3. 組織横断で使命を達成するための人材として“使命達成型職業人※”を定義し、その
育成も視野に入れた体系となっている

4. スキル獲得のレベルを評価するための“P2M資格試験制度”を備え、人材育成のベン
チマークとして利用できる仕組みを提供している

5. 20年以上にわたり、資格・試験制度の参照図書として活用された実績がある

※P2M改訂４版では、ミッション志向プロフェショナルと表現されている。
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ＰＭＡＪは何を目指してきたのか
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日本プロジェクトマネジメントフォラム(JPMF)

1998年12月

プロジェクトマネジメント
資格認定センター(PMCC)

2002年4月

日本プロジェクト
マネジメント協会(PMAJ)

2005年10月に統合

★1997年3月
PMBOK®Guide’96

和訳版 刊行

ＰＭ導入
開発委員会

1998年～2001年

ＰＭＰ試験対応講座（1998年～2019年で82回開催）

ＰＭシンポジウム（1997年～2023年で26回開催）

PMBOK
和訳化

WG

1996～1997年

1978年8月 エンジニアリング振興協会 ⇒ 2011年4月 エンジニアリング協会

Ｐ２M試験および講習会

日本を「ものづくり」中心の発想から「仕組みづくり」による再生へ
転換することを目指して設立された団体

★2008年（H20）8月4日（官報号外 第169号）
経済産業省告示172号「PMAJの知識普及活動の活用を推奨」

2001年11月
『P2M標準ガイドブック』発行

2007年10月
新版発行

2014年4月
改定３版発行

1.場 ＰＭコミュニティ

2.手段 資格制度と学習イベント

3.指針 Ｐ２Ｍガイドブック
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PMAJのニュービジョン
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使命達成型職業人の生涯学習の場と手段と指針を提供する。

1.場
ＰＭコミュニティ

（イベント、会員活動、グローバル）

2.手段
資格・試験制度

（資格・試験制度運営、講習会実施）

3.指針
ガイドブック等出版

（Ｐ２Ｍガイドブック、関連書籍）

価値共創のプログラム・プロジェクトマネジメントの普及
を通して活力ある社会の醸成に貢献する。

事務局
（会員管理、資格管理、総務、経理、広報等）
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加藤が目指してきたもの

Å早いもので、2019年7月にPMAJの理事長に就任して2025年6月
で6年が経とうとしています。
Åこの間、パンデミックでほぼ活動停止に追い込まれた時期を挟

みながら、どうにか活動を続けて来られたのも、ご支援、ご協力
をいただいた多くの皆様のおかげと感謝しています。
Åこの6年間は、何を達成するためにPMAJに来たのかを、様々に

悩みながら、手探りで進んできたというのが実態です。
Å改めて、現在から振り返って、加藤が何を目指してきたか、何を

達成するためにPMAJに来たのかを探ってみたいと思います。
Å2019年から2025年までにシンポジウム等で発表したり、オンラ

インジャーナルへ投稿したものから紐解いてみました。
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2020年01月号オンラインジャーナル「2020年の初夢」
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昨年7月から、PMAJの理事長を引き継いだ私の初夢は、「PMAJ
をプロジェクトマネジメントのテーマパークにする。」ことです。

今、事務局の中で、PMAJの提供しているサービスを棚卸しし
て、再定義するという活動を進めています。
（中略）

今年は、これらの活動と、PMAJを取り巻くステークホルダーの
方々の期待・ニーズをマッチングさせた分析を行い、不足する
サービスを補い、内容を見直し、総合的な「PMテーマパーク」と
して提供して行きたいと考えています。

そして、「プロジェクトマネジメントに係るあらゆる人々が集い、
交流を深め、情報を交換・共有し、コンピテンシーを高めて行くこ
とで、プロジェクトマネジメントの可能性を高めていく」ことで公益
に貢献していきたいというのが、私の2020年に向けた初夢にな
ります。

https://www.pmaj.or.jp/online/2001/rijicho_kato.html

オンラインジャーナルの2020年1月号で、
「PMAJをプロジェクトマネジメントのテーマパークにする。」
事を、2020年の初夢というテーマで述べているのが、加藤が
PMAJで目指すものを語った最初になります。
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2019/12/6 九州PMセミナー、2020/01/31 沖縄PMセミナー
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講演テーマ：ＰＭＡＪのプラットフォーム戦略
～ プロジェクトマネジメントで日本を横通しする！ ～

この当時は、PMAJをPMのテーマパークにするための
戦略として「プラットフォーム戦略」を位置づけていた
ようです。
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2019/12/6 九州PMセミナー、2020/01/31 沖縄PMセミナー（２）
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PMAJに来た当初から、日
本の縦割り構造を、プロ
ジェクトマネジメントで横
通ししなければ日本は良く
ならないというイメージが
有ったようです。
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2020/09/10 PMシンポジウム2020 バックアップ講演
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講演テーマ：ビジネスのデジタル化
～持続可能な社会を支えるプロジェクトマネジメント～
（コロナの影響でオンライン開催）

1990年代に米国で発生した「エンタープライズプロジェク
トマネジメント」の考え方が日本のロールモデルになる、と
考えていたようであり、パンデミックで急激に進んだデジタ
ル化がそれを促進すると考えていたようです。
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2020年10月号オンラインジャーナル
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そして来年のPMシンポジウムでは、プロジェクトマネ
ジメントに関わるあるいは影響を与える、取り組み事
例やノウハウ、工夫を、産業分野や利用技術・方法論
などの視点から整理して、リアル、オンライン、録画な
ど、その時点で可能なあらゆる手段を通して、「プロ
ジェクトマネジメントによる日本全体のデジタルトラン
スフォーメーションのヒント」として提供して行こうと考
えています。

プロジェクトマネジメントという、目的達成型変化対応
経営の手法を活用して、これまでの日本の、仕様適合
型役割分担経営という運営形態、組織形態、文化を、
改めて洗いなおす、まさに、プロジェクトマネジメント
で「日本を今一度せんたくいたし申候」という時代がす
でに始まっています。

今後の、PMAJのセミナーに、ぜひ、ご注目ください。

https://www.pmaj.or.jp/online/2010/rijicho_kato.html 日本の縦割り構造を横通しという考え方が、「仕様適合
型役割分担経営」を、「目的達成型変化対応経営」へ転
換するという言い方に変わってきています。
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2021年1月号オンラインジャーナル
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https://www.pmaj.or.jp/online/2101/rijicho_kato.html

そう考えてくると、「プロジェクトマネジメントの役割が変わる」という
認識ではなく、「プログラムマネジメントを中核としたマネジメント」
への転換が求められていると考えるべきなのかもしれません。もう
少し具体的に言えば、マネジメントを実践する主戦場が「プロジェ
クト」から「プログラム」へ変わっていくということでしょう。

PMAJの先達は、その流れを予見したのか、P2Mガイドブック改訂
第3版において、P2Mの定義を、従来の「Project&Program
Management」から「Program&ProjectManagement」に変え、より強
くプログラムマネジメントの重要性を強調してきました。それに伴い、
最上位資格であるPMRの名称も「Project Manager Registered」か
ら、「Program Manager Registered」へ転換しています。

私たちは、この先達の先見性を受け継いで行こうと思います。具
体的なアクションとして、その基盤となるP2Mガイドブックを、「実践
的プログラムマネジメントのためのガイドブック」と位置づけ、社会
に広く提示する準備を今年から始めたいと考えています。

これからのPMAJに、ぜひ、ご注目ください。

「目的達成型変化対応経営」へ転換するという言い
方が、更に「プログラムマネジメントを中核としたマ
ネジメント」という言い方に変わってきています。
そしてP2M標準ガイドブック改訂4版を、そのための
ガイドブックとする決意表明がなされています。
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2021/09/02_PMシンポジウム、12/10_九州PMセミナ
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講演テーマ：サステナブル・リカバリへの処方箋
～DXを牽引するプログラムマネジメント～

このころからの講演や執筆の内容が、「プログラムマ
ネジメントを中核としたマネジメント」を目指すという
方向性中心に変わって来ています。
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20220915_PMシンポジウム2022
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講演テーマ： 第５次産業革命前夜
～明るい未来を創るプログラムマネジメント～
（続・サステナブル・リカバリへの処方箋）

2022年のシンポジウムでも同様に、「プログラムマ
ネジメントを中核としたマネジメント」を目指すという
内容になっています。
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2023/02/20_Oracle社_VUCA時代のプログラムマネジメント
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講演テーマ：サステナブル・リカバリへの処方箋
DXを牽引するプログラムマネジメント

2023年からは、「プログラムマネジメントを中核とした
マネジメント」だけでなく、それをたっせいするために
必要な人材、人材育成という方向性も出てきました。
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20230315_会員の集い_PMBOK第7版の改訂とP2Mプログラムマネジメント

26

「プログラムマネジメント」がイノベーションを推進するマ
ネジメントであるという観点が加わってきました。
この辺は、継続して進んでいたガイドブック改訂委員会
での議論の影響があったのだと思います。
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20230907_PMシンポジウム2023_プロジェクトマネジメントの潮流とP2M ガイドブック改訂

27

時代背景から、「プログラムマネジメント」がなぜ必要な
のかという論点に変わってきています。
1990年代に劇的に進んだ、インターネットサービスに対
応するためには、プログラムマネジメントによる、目的達
成型前ジメントを迅速に進めて行く必要があるという論
理です。
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2023年11月号オンラインジャーナル「そうだ、PMAJに行ってみよう！」

28

実は、私の思い描く、理想のPMAJとは、PM実践家が何か
調べたいとき、迷ったときに、「そうだ、PMAJに行ってみよ
う！」と思える存在、それが私の思い描くPMAJのなりたい姿
だと考えています。

PMAJのミッションにも、「PMAJは、PM実践家の育成と企
業・団体および自治体等の経営活動におけるPMの普及を図
り、わが国産業の国際競争力の強化および活力ある経済社
会の発展など、広く公益の増進に寄与する。」とあり、その達
成のため、PM人材の育成や、PM実践家同士の交流を広く推
進するとあるように、PM実践家の支援をすることが、PMAJの
役割であることが明記されています。そして、その具体的な
取り組みが、会員活動の活性化のための取り組みだと思っ
ています。

https://www.pmaj.or.jp/online/2311/rijicho_kato.html

PMAJをPMのテーマパークにしたいという想いは当初からあり、その合言葉が「そうだ、PMAJに行ってみよう！」でし
た。これは、私がPM研究研修部会のメンバーとして活動していた頃に、エンジニアリング業界のベテランPMの方が急
に部会に参加するようになり、どうしてか尋ねたところ、「いろいろとネットで探してみたが、PMAJが一番情報が多かっ
たので来た。」という回答を得たのがきっかけでテーマパーク構想のを象徴する言葉として使っています。
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20231221_ENAAビジネス講演会_日本流DXのすゝめ
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日本特有のプログラ
ムマネジメントの必
要性と、縦割り構造
を横どおしするという
ゴール全体が体系化
された。
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20240314_会員向けセミナー_日本流ＤＸのすゝめ
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地方創生におけるプ
ログラムマネジメント
の必要性についても
言及。
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20241108_ 新しい教養P2Mセミナ－_いま何故P2Mか

31

1990年代からの日
本の凋落の原因、そ
こにP2M改訂4版が
どのように貢献する
かを示した講演
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2025年1月号オンラインジャーナル2025年の抱負
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あけましておめでとうございます。今年もPMAJをよ
ろしくお願いします。

今年は巳年（蛇年）。蛇は皮を脱ぎ捨て新たな姿に
生まれ変わることから、巳年は新しい挑戦や変化に
対して前向きな姿勢を示す年ともいわれています。

まさに、結成20周年を迎え、また、P2M標準ガイド
ブック改訂4版を発行し、新たに生まれ変わろうとし
ているPMAJを象徴する年となる、そんな予感がし
ます。

（中略）

改めて世界から必要とされるPMAJとなるように新た
なビジネスモデルを定義し、体制を整備し、サステ
ナブルなPMAJを確立する年としていきたいと思って
います。
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2025年 巳年は変化の年

PMAJが目指してきたもの、そして加藤が目指してきたもの、それらの取り組み
が功を奏したのかどうか・・・・・、2025年はプログラムマネジメントに追い風が吹
いているような気がします。

¸ P2M標準ガイドブック改訂4版の発行

¸ プログラムマネジメントへの認識の高まりの予感？

¸ 会員活動の広がり
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P2Mの特徴を更に進化させたP2M標準ガイドブック改訂4版

34
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P2Mガイドブック改訂4版の概要

35

全̧体構成は「イノベーションを継続的に生み出すInnovation Pentathlon Framework
」を参考として 「P2M事業モデル」を設定し、3Sモデルの流れ（構想⇒構築⇒運用）
に沿った記述とした。
（次ページ参照）

各̧界の有識者により最新の学説・ノウハウ・スキルを詳細解説。

第̧3版の分かり難い部分や冗長であった部分を見直し、事業戦略からプログラムマ
ネジメント、プロジェクトマネジメントによる価値実現に至るまで、整合性のとれた、
分かりやすいガイドブックとした。

読̧者が実践しやすいように事例による解説を多く取り入れた。

Å第2部第3章では、戦略型プログラムの事例、新医薬品の研究開発の事例、新
規事業開発の事例、B2B新製品開発の方法論を紹介し、実践する際のポイント
を示した。
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P2M改訂4版 P2M事業モデルの意義
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ヨコの流れは、イノベーション創出のペ
ンタスロンモデル(Goffin,2017)の考え
方を取り入れ事業活動を可視化したも
ので、
構想⇒検証⇒実装⇒運用と、
事業活動のライフサイクル全体を示し
ている。
タテの流れは、事業戦略からプロセス
（プログラム、プロジェクト）、そして事
業経営基盤へとつながる、組織のマネ
ジメント活動の構成要素全体を示して
いる。

P2M事業モデルは、組織のマネジメント活動の構成要素と、イノベーション創出活動の
流れを一覧できるよう設計されている。
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人材育成の指標としてのP2M資格制度
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略称 名称 資格要件

PMR プログラムマネジャー・レジスタード プログラム・プロジェクトマネジャーに必要なP2M実践力を保有

PMS プロジェクトマネジメント・スペシャリストプログラムマネジメントを含むP2M全般知識を修得

PMC プロジェクトマネジメント・コーディネータP2Mにおけるプロジェクトマネジメントのコア知識を修得

PMC

PMS

PMR

イノベーション創出活動のすべてのレベルを支える人材育成の評価制度
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日経コンピュータ2024年9月10月3日号への記事の掲載
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日経クロステックへのプログラムの記事の掲載（2025.01.09）

39

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00166/010600166/

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00166/010600166/

主査の指摘を別の知り合いに伝えた。この知り合いが冒頭
の発言をした人である。「確かにPMIにおいてはプロジェクトマ
ネジメントとプログラムマネジメントの知識体系が別々になっ
ている。両者の統合に日本のP2Mは挑戦していると言える」。
P2M（プログラム＆プロジェクトマネジメント）は日本プロジェク
トマネジメント協会がまとめている知識体系で、2024年9月に
改訂4版が出た。

関連記事：P2M標準ガイド改訂4版が登場 事業で価値を生む
全体像を提示

そしてようやく冒頭の話になる。本来ならプログラムとプロジェ
クトの両方のマネジメントを考えないといけない。しかし日本で
は「プログラムマネジメント」という言葉が広がらないという指
摘であった。

PMAJの取組が紹介されています。

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00166/010600166/
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/nc/18/020900021/092000173/
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/nc/18/020900021/092000173/
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会員活動の広がり（PMAJ News 2025年1月8日発行）

40

ところで、NPOとは非営利活動法人であり、利益を上げることではなく、
社会貢献を目的とする組織という事になります。
PMAJの社会貢献は、「PM実践家の育成とPMの普及を図り、広く公益
の増進に寄与する。」ことであり、PMコミュニティの仲間の輪を広げて
いくことを目指して活動しています。
ただ、仲間になるとどんな良いことがあるかが分かり難いとの声もあり、
結成20周年にあたり、PMAJ入会のメリットを改めて見直し、
法人向け：https://a12.hm -f.jp/cc.php?t=M1899533&c=3&d=f461
個人向け：https://a12.hm -f.jp/cc.php?t=M1899534&c=3&d=f461
にまとめなおしてみました。（ホームページサイドメニューの「入会特
典」から参照できます。）
ぜひ、ご参照いただき、周囲の方々、お知り合い企業の方々にご紹介
いただけると助かります。

https://a12.hm-f.jp/cc.php?t=M1899533&c=3&d=f461
https://a12.hm-f.jp/cc.php?t=M1899534&c=3&d=f461
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P2Mを普及するための部会・SIGの設置

41

https://www.pmaj.or.jp/activity/sig/sig_p2m_guide_v4.htmlhttps://www.pmaj.or.jp/activity/p2m_fukyu/index.html
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2025年の抱負

「日本を今一度（せんたく⇒）横通しいたし申候」

「日本を今一度せんたくいたし申候」とは、坂本竜馬の手
紙の中の言葉であり、長い幕藩体制の中で錆び付き身
動き出来なくなってしまった日本を、もう一度洗濯してそ
の錆を洗い流し、新しい近代国家として再建したいとい
う竜馬の熱い思いがこもった言葉である。

 |  

https://toshin-

seminar.co.jp/column/2853/#:~:text=%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E

%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%8C%E6%97%A5%E6%9C%

AC%E3%82%92,%E3%81%93%E3%82%82%E3%81%A3%E3%81%9F%E8%A

8%80%E8%91%89%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%82

https://toshin-seminar.co.jp/column/2853/#:~:text=%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%8C%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%82%92,%E3%81%93%E3%82%82%E3%81%A3%E3%81%9F%E8%A8%80%E8%91%89%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%82
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PMAJのニュービジョンの背景

43

使命達成型職業人の生涯学習の場と手段と指針を提供する。

1.場
ＰＭコミュニティの活性化の兆し

2.手段
P2M資格受験者の増加傾向

3.指針
P2M標準ガイドブック

改訂4版の出版

「価値共創のプログラム・プロジェクトマネジメントの普及
を通して活力ある社会の醸成に貢献する。」ことを実践する基盤が整った。

事務局
若干のDX（Digitalization？）推進
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PMAJの段階的成長モデル（私見です）
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1998/12  2002/04 2005/10 2014/04 2024/09

PMAJ 1.0 PMAJ 2.0 PMAJ 3.0 PMAJ 4.0 PMAJ 5.0

イベン
ト

JPMF結成 PMCCの設立
P2Mガイドブック発行

PMAJの誕生 P2M改定第3版発行 P2M改定４版発行

指針 PMBOK96年
和訳版

P2M標準ガイドブック
初版

P2M標準ガイドブック
新版（2007）

P2M標準ガイドブック
改訂３版

P2M標準ガイドブック
改訂4版

特性 PMコミュニティ形成 プログラムマネジメント
概念の提唱P２M理論
体系の確立
（プロジェクトマネジメ
ントタワー）

PMコミュニティと資格
試験制度及びP2M理
論体系の合体

プログラムマネジメント
と各基盤の体系化の確
立
(P2Mツリー）

プログラムマネジメント
経営
使命達成型職業人の
育成

歴史的
意義

PM実務家の自己研鑽
の場としてPMコミュニ
ティを形成

日本独自のプロジェク
トマネジメント体系を世
界へ向けて発信
プログラム・プロジェク
トマネジメントを包括し
たマネジメント体系を
確立

使命達成型職業人の
生涯学習を支える、
「場」と「手段」と「指針」
の枠組みが揃った。

プログラムMgtとプロ
ジェクトMgtを明確に分
離しそれらを支える基
盤という形でP2Mツ
リーを定義
3Sモデルと併せて企業
活動全体をカバーする
枠組みができる

P2M事業モデルにより
企業活動を包括的にカ
バーし、全体の流れの
中で戦略・プロセス・経
営基盤が位置づけられ
た。
⇒「プログラムマネジメ
ントを中核としたマネジ
メント」のロールモデル
として活用
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3月7日にPMAJ講演会を実施します

45

乞うご期待！！！
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皆様のご参加を心よりお待ちしております。

PMAJは、ともに活動してくれる法人会員、個人会員を募集しています。
参加されたい企業、個人の方は、以下のURLからお申し込みください。

PMAJホームページの「入会案内・会費・変更手続き」
https://www.pmaj.or.jp/kyoukai/nyuukai.html

ご清聴ありがとうございました

https://www.pmaj.or.jp/kyoukai/nyuukai.html
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